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閲覧できる直近も含めた患者の処方・調剤情報（※）が充実してきており、それら情報の活用によって、持参薬鑑別を効率化。
（※） 調剤結果登録率等の最新情報はこちら（デジタル庁：電子処方箋の導入状況に関するダッシュボード）

POINT:直近の薬剤情報が閲覧可能となったことで、入院時の持参薬鑑別を効率化

【参考】病院における持参薬鑑別時の薬剤情報閲覧事例

患者が持参する薬袋やお薬手帳（紙/電子）等を用いて持参薬の鑑別

を実施していたが、情報の網羅性や閲覧のしづらさ等の課題があり、患者

ヒアリングによる確認等、時間を要していた。

電子処方箋管理サービスの処方・調剤情報を閲覧することで
持参薬鑑別時の業務が効率化されます！

情報の網羅性や閲覧性等に

課題があり、ヒアリング等に時間を要していた

✓ 患者に服用中の薬を持参してもらうが、薬袋がない場合がある。

✓ 診療情報提供書の処方内容と持参薬が異なる場合がある。

電子処方箋システムによる処方・調剤情報の閲覧により、

直近の情報を確認でき、持参薬鑑別が効率化

お薬手帳や患者との

コミュニケーションを基

に把握する情報

電子処方箋管理

サービスなどに記録さ

れたお薬のデータを基

に把握する情報

凡例

過去3年間

患者の記憶・お薬手帳など従来

オンライン資格確認

導入済み

患者の記憶・お薬手帳など

＋過去1か月～5年分のお薬のデータ

電子処方箋

導入済み

患者の記憶・お薬手帳など

       ＋過去5年分のお薬のデータ

過去1か月程度直近

✓ 電子処方箋対応薬局での調剤結果登録率が向上していることで、直近の薬剤情報が充

実している。

✓ お薬手帳に情報がなく、持参薬も該当薬剤とは別の薬袋、ジップロック等にいれて持ち込み

されることがあるが、その場合でも処方・調剤情報を閲覧すると把握可能。

✓ 電子処方箋システム由来の処方箋・調剤結果情報は、持参薬鑑別時に有効な情報を

得られるツール。また、一覧に表示されるお薬情報は、どこの医療機関・薬局でどういったお

薬が処方されたのか見やすく整理されている。

✓ 電子処方箋由来の処方箋・調剤結果情報を閲覧することで、患者への聞き取り時間も削

減され、持参薬鑑別業務が楽になった。

✓ システム担当が薬剤師に電子処方箋の処方・調剤情報を閲覧する方法等を周知したこと

で、活用する薬剤師が増えてきて、持参薬鑑別の効率化につながった。

電子処方箋システムの導入によって改善されたポイント
（※本事例は電子処方箋の院内処方機能も同時導入した施設の事例）

従来 現在

✓ 電子処方箋対応医療機関・薬局での処方箋・調剤結果登録

がさらに充実すれば、持参薬鑑別がより効率化できる。

※ 患者に聞き取りしても分からなかった注射薬名、投与期間、回

数制限のある薬剤など、より正確に把握が可能になる。

✓ 現状、PDFで電子処方箋由来の処方・調剤情報を閲覧してい

るが、電子カルテにPDFではなく、データとして取り込まれればより

効率的な持参薬鑑別につながる。（※XML形式に仕様変更し

た場合、データの取り込みが可能）

今後の期待事項（病院からの声） 【参考】電子処方箋の導入により閲覧できる情報

✓ 紙のお薬手帳の場合、シールの貼付が漏れているなど、薬剤情

報が網羅されていないことがある。

✓ 電子版お薬手帳も薬剤情報が網羅されていなかったり、閲覧

に手間を要することがある。

https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/electronic-prescription
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電子処方箋管理サービスに登録された直近の処方・調剤情報は、診療/薬剤情報一覧の中の『処方箋情報』『調

剤結果情報』から閲覧できます！

【参考】電子処方箋由来の処方・調剤情報の閲覧イメージ

PDF形式で薬剤情報を閲覧している場合の画面イメージです。
※XML形式の場合は、電子カルテ等にデータを取り込むことができ、処方・調剤情報をより活用しやすい形での表示・連携が可能です。

電子処方箋の導入により閲覧できる情報

電子処方箋管理サービスに登録され
た薬剤情報は、「処方箋情報」、「調
剤結果情報」の項目に表示されます。

オンライン資格確認の導入により閲覧できる情報

オンライン資格確認による薬剤情
報は、「処方実績」の項目に表示
されます。※「処方実績」ではレセプ
トから抽出された処方実績のみ閲覧
できます。

環境設定情報の状態

※利用設定の既定値は「利用する」になっています。

環境設定情報の状態

＜薬局の場合＞

＜医科、歯科の場合＞
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